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-表紙説明

厨11れぬ手つきでキーを叩〈高校生の

手もとへなごやかな声援と指導の声が…

科
学
技
術
の
進
歩
と
と
も
に
、
産

業
の
発
達
、
情
報
化
社
会
を
迎
え
、

人
々
は
判
断
の
資
料
と
し
て
、
的
確

ス
も
備
え
た
同
セ
ン
タ
ー
の
明
る
い

教
室
に
は
、

二
億
円
も
か
け
た
各
種

の
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
関
係
の
機
械
を
前

な
情
報
を
迅
速
に
得
る
こ
と
を
望
む

に
、
実
習
や
研
修
に
い
そ
し
む
生
徒

や
先
生
方
の
真
剣
な
姿
が
あ
り
ま
す
。

商
業
系
、
工
業
系
、
理
数
系
の
各

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
背
景
か
ら
、
昭
和
四

年
に
開
所
し
た
県
商
業
教
育
セ
ン
タ

ー
を
発
展
的
に
解
消
し
て
、

県
科
学

学
校
二
七
校
、
延
八
四

O
O
人
位
の

生
徒
、
延
一
五

O
O
人
位
の
先
生
た

ち
が
来
所
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

ま
た
、
こ
の
本
館
を
本
体
側
と
し

教
育
セ
ン
タ
ー
の
情
報
処
理
教
育
部

門
を
統
合
し
、
四
九
年
四
月
、

富

山
県
情
報
処
理
教
育
セ

ン
タ
ー
が
発

て
分
室
(
科
学
教
育
セ
ン
タ
ー
内
)

に
端
末
側
を
設
け
、
通
信
回
路
で
結

び、

巾
広
く
実
宵
や
研
修
が
で
き
る

(
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
日
本
で
こ
こ
だ

足
し
た
。

県
内
の
生
徒
た
ち
を
送
迎
す
る
パ

け
)
よ
う
に
な

っ
て

い
ま
す
。

情
報
化
社
会
で
の
重
要
な
役
割
を

果
た
す
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
、
自
由

き
ま
す
。

に
こ
な
せ
る
若
者
た
ち
が
育
っ
て
い

ら
み
た
も
の
で
す
。

こ
の
リ
点
は
、
市
山
新
治
を
空
か

昭
和
問
三
年
四
月
開
港
し
た
こ
の

富
山
新
港
は
、
そ
の
背
後
地
に
、
ア

ル
ミ
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
、
住
宅
関
連
産

業
を
、
-上
体
と
し
た
一
大
工
業
地
情
を
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グリーンベル卜(緑の帯)とは、一般的には、大気汚染や騒音

などの公害を「しゃ断」し、または、やわらげるために設けら

れる緑地帯で、緩衝緑地といわれています 。 広い意味では公園

「グリーンベルト」会f:af:a会会会
緑地も含まれます

い L、ヵ、えれば、産業公害の防止への期待が、たいへん強い緑

地帯といえます。

コンビュータ一実習にセンターへ入る生徒たち

富山県営駐車場

オープンしました ご利用ください 14 

絵を菌〈人たち 15 

物価と家計簿シリーズNo.42 16 

くらしの知恵・掃除を考える 17 

トピックス 10月 16日一 11月 15日 18 

冬山は美しいが・・・・・・冬山遭難に備えて一一一一一一20

県有美術品(絵画)紹介シリーズ国

オランダ商館・下保昭 表 3

料理飲食等消費税の納税のしくみは一一一一一表 4

施設紹介・富山県情報教育センタ一一 表紙・表 2

グリーンベルトの効用 l 

冬の庭木の手入れ 3 

駈足谷橋の竣工と役割 4 

3歳児をもっお母さんの悩み

家庭教育相談事業のアンケート結果一一一一一一 5

進む射水郷乾閲化 6 

県内地価は横In、ーことしの地価調査結果一- 8

ふるさと空から拝見・上平村 10 

保健婦さんー県内の保健婦の現状一一一一一一一 12

もくじ

ょ
う
し
、
本
県
に
お
け
る
海
の
玄
関

口
と
な

っ
て
い

ま
す
。

工
業
地
帝
の
形
成
に
作
っ
て
、
心

配
さ
れ
る
の
は
公
害
の
発
生
で
す
。

地
元
か
ら
は
公
害
防
止
へ
の
配
慮
が

強
く
望
ま
れ
て
い
ま
す
。

…………一…………………………………‘一……………明日目……目白山内、、""，‘明、、，.…..，.....'""，…、明日目…、一、，…，問、同町一一、、，…，.，…，一，、、…"""......、""，

県
で
は
、
こ
の
地
域
に
南
北
一
、

三

O
O
灯
、
東
西
二
三

O
灯
、
刷
新
…

二
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
グ
リ
ー
ン
ベ
ル

ト
を
設
け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

オ

グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
は

茨
城
県
の

鹿
山
地
区

同
山
県
の
水
山
地
区

下
柴
山
m
の
山
原
地
灰
な
ど
の
大
刷
悦

な
工
業
地
帯
で
建
設
さ
れ
て
お
り
ま

す
カf

日
本
海
側
で
は
、

本
県
が
初

め
て
で
す

泣
成
工
事
は

昭
和

4
一
年
度
か

ら
山
カ
年
計
州
で

八
五
億
円
余
の

い
伐
を
か
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が

近
く
公
主
防
止
卒
業
川
へ

そ
の
実

施
を
依
頼
す
る
予
定
で
す
。

今
回
は
、
こ
の

「グ

リ
ー

ン
ベ
ル

ト
の
効
用
」
に
つ

い
て
保

っ
て
み
ま

し
た



都
市
化
が
進
み
ま
す
と
い
ろ
ん
な

産
業
公
害
の
発
生
が
憂
慮
さ
れ
、
都

市
形
態
の
規
制
の
必
要
性
が
生
じ
ま

す
。

そ
こ
で
土
地
利
用
の
効
率
化
と

市
民
生
活
の
安
全
を
図
る
た
め
工
場

地
帯
と
住
居
地
と
を
区
分
し
、
そ
の

聞
に
緩
衝
地
帯
と
し
て
緑
地
な
ど

(「
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
」
と
い
い
ま

す

)
を
と
る
と
と
も
に
、
こ
れ
を
市

民
の
恕
の
場
や
遊
び
場
な
ど
に
も
活

用
し
よ
う
と
い
う
発
想
が
生
じ
ま
す
。

こ
の
発
恕
が
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

グ
リ
ー
ン
ベ

ル
ト
の
効
果
は

大
別
し
て
オ

l
プ

ン
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
の
存

ι効
果
と

特
に
住
民
が
そ
の
場
所
を
利
用
す
る

利
用
効
果
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

ま
ず
存
在
効
果
と
し
て
は
、
環
境
衛

生
面
で
は
、

ω大
気
汚
染
の
防
止

ω

空
気
浄
化
作
用

ω防
音
効
果

ω防
風

効
果

ω気
温
調
節
な
ど
が
与
え
ら
れ

ま
す
し
、
防
災
面
か
ら
は
、
防
火
延

焼
防
止
や
自
然
災
害
防
止
の
効
果
が

並
防風効果

風一→ー→ J 司量~ ~ 

← 〈木の高 さX6の範囲〉→'1，̂，-""人作一 〈木の高さ X35の範囲〉

ま
た

上
地
利
用
の
い
山
か
ら
は
仰
山

形
態
規
制
の
効
果
が
卜
分
う
か
が
え

る
と
こ
ろ
で
す
。

f

ポ
う
い
子

。
ホ
〆
ν
{ィ，

加
え
て

点
に
よ
る
心
理
的
効
果
は
論
ず
る
ま

で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

次
い
で
利
用
効
果
で
す
が
、

避
難
地

と
し
て
の
効
果
、
ま
た
ス
ポ
ー
ツ
、

遊
戯
お
よ
び
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ

ン
的

利
用
に
よ
る
肉
体
的
な
効
果
、
さ
ら

に
ス
ト
レ
ス
解
消
な
ぞ
の
精
神
的
な

効
果
、
動
純
物
の
観
察
な
ど
教
育
教

養
の
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

こ
れ
ら
の
効
用
に
つ
い
て

具
体
的
に
説
明
し
ま
し
ょ
う
。

樹
木
の
亜
硫
酸
ガ
ス
に
対
す
る
吸

着
機
能
は
、

公
害
に
強
い
と
い
わ
れ

る
イ
チ
ョ
ウ
や
プ
ラ
タ
ナ
ス
で
、
業

量
ー
す
当
り
一
カ
月
に
川
か
ら
幻
ミ
リ

ザ
の
吸
着
を
川
崎
市
で
観
測
し
て
お

り
、
ま
た
東
京
都
内
で
の
調
査
事
例

で
は
、

硫
黄
酸
化
物

・
窒
素
酸
化
物

な
ど
の
ガ
ス
汚
染
物
質
が
、

市
街
f也

の
約
十
分
の
一
に
減
衰
さ
れ
て
い
た

と
降い
下っ
ぱ・報
し、. 止と

ロ

じ・も
ん・あ
のり
フま
イす

jレ 。

タ

効

用
に
つ
い
て
は
、

同
じ
東
京
都
内
の

家
庭
や
公
共
施
設

緑
化
に
よ

る
環
境
づ
く
り
が
ブ
ー
ム
に
な

っ
て

い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、

せ
っ
か
く
机
え
た
木

で
す
。
グ
リ
ー

ン
ベ
ル
ト
の
効
用
の

と
こ
ろ
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
結
が

人
間
に
お
よ
ぽ
す
彩
響
は
大
き
い
も

の
が
あ
り
ま
す
。
立
派
に
育
て
た
い

も
の
で
す
。

そ
こ
で
こ
れ
か
ら
く
る
冬
将
軍
に

備
え
て
庭
木
の
手
入
れ
を
怠
ら
ず
に

や

っ
て
く
だ
さ
い

金
雪
吊
り
・
:

一
名
松
吊
り
と
も
い
わ
れ
、

品
勺
の

岐
主
口
か
ら
守
る
た
め
と
、
久
、
、
の
庭
の

ア
ク
セ
サ
リ
ー
に
も
な
る
も
の
。

「
素
人
で
は
む
ず
か
し
く
て
:
・」

と
敬
遠
す
る
万
も
い
ま
す
が

一
度

や

っ
て
み
る
と
病
み
つ
き
に
な
り
、

冬
が
待
ち
辿
し
く
な
る
も
の
で
す
。

(図

l
を
参
照
)

企

雪
囲
い

積
っ
た
雪
が
す
べ
リ
落
ち
る
よ
う

に
す
る
の
が
、
こ
の
雪
国
い
の
コ
ツ
。

(図

2
を
参
照
)

ま
た
ツ
ツ
ジ
等
潅
木
(
低
い
木
)
は、

枝
折
れ
、
幹
折
れ
が
多
い
の
で
支
柱

を
立
て
る
か
合
掌
引
の
雪
囲
い
を
し

ま
す
。
(
図

3
を
参
照
)

企

病
虫
害
の
防
除
:
・

病
虫
害
防
除
は
、
暖
か
い
う
ち
に

す
る
の
が
普
通
で
す
が

カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
な
ど
は
管

の
な
い
時
に
、

石
灰
硫
黄

事
例
で
は

外
部
市
街
地
の

4
卜
計

合
剤
の

二

O
倍
液
を
散
布

す
る
と
最
も
効
果
が
大
き

く
、
ま
た
、
そ
の
他

の
病

虫
金
一口に
も
効
果
が
あ
り
ま

す
。散

布
後
は
器
物
を
十
分

に
洗
、
っ
。

そ
の
他
各
種
の
害
虫
の

と
な

っ
て
お
り
ま
す
。
外
凶
で
の
デ

ー
タ
で
す
が

一
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
ブ
ナ

林
で
故
大
六
八
ト
ン
の
ふ
ん
じ
ん
付
着

能
力
が
あ
る
こ
と
が
観
察
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
か
な
り
の
ろ
過
効
果
が

期
待
で
き
ま
す
。

純
物
は
、
炭
酸
ガ
ス
を
吸
収
し
て

般
素
を
放
出
す
る
炭
素
同
化
作
用
に

よ

っ
て
生
育
し
て
お
り
、
か
な
り
の

量
の
山
氏
般
ガ
ス
を
吸
収
し
て
空
気
を

ク
リ
ー
ン
に
す
る
と
い
う
作
用
が
あ

リ
ま
す
。
樹
林
の
状
態
に
よ
り
陣
々

差
が
あ
り
ま
す
が

一
ヘ
ク
タ
ー
ル

の
林
か
ら
年
間
炭
酸
ガ
ス
一
六

J
が

吸
収
さ
れ
駿
素

二
一
ト
ン

が
排
出
さ
れ

る
と
い
わ
れ
ま
す
。

人
聞
の
呼
吸
に

よ
る
一
年
間
の
酸
素
必
要
量
は
約

0

・
二
七
三

J
、
排
出
炭
酸
ガ
ス
量
は

0
・
三
七
五
ト
ン
で
す
の
で
一
ヘ
ク
タ

ー
ル
の
緑
地
は
、
人
間
約
四
四
人
分

の
呼
吸
を
賄
う
計
算
と
な
り
ま
す
。

二

O
ホ
ン
か
ら
四

O
ホ
ン

図 1

-雪吊り(松つり)
材料は支柱(竹)とワラ縄を使 う

竹の末ロを節カ、ら IO- 15cmで切 η

縄の長さを末口から一番下の枝

までの長さに切り揃える、末口

に縄は揃えて巻き、しっかり

と結 ぶ の

縄を巻き口からキレイに傘

型におろし、枝を少し持

ち上げるようにして縄を

結ぶと縄はピンと張る

順序は、幹に近い枝元

カ、勺車吉んでいく

余った縄は切円他の

雪囲いなどにイ吏う

卵
が
付
着
し
て
い
ま
す
か

ら
、
見
つ
け
次
第
採
取
し
て
焼
却
し
て
く
だ
さ
い
。

も
庁
を
減
点
し
て
く
れ
ま
す
。

騒
音

に
関
す
る
凶
の
環
境
法
権
で
あ
る
r
l

O
な
い
し
六

O
ホ
ン
と

い
う
数
値
と

比
較
し
て
み
て
く
だ
さ
い

林
帯
の
風
上
側
で
も
木
の
高
さ
の

風
下
で
同
じ
く
三
瓦
倍

程
度
の
範
囲
で
風
速
を
や
わ
ら
げ
、

か
つ
、
風
下
の
近
く
で

8

、K1
LH
d
阪
支
、

J

ノ
心
H
A
H
令
官
h

(図
参
照

)、

は
そ
の
と
き
の
風
の
速
さ
の

三

O
%

も
低
下
さ
せ
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
冬
暖
夏
冷
の
効
果
も

あ
り
、
紋
帯
の
な
い
と
こ
ろ
に
比
し

2
 

て
こ
な
い
し
一

O
度

C
の
差
が
生
じ

る
こ
と
や
、
水
分
保
留
、
熱
量
低
下

な
ど
に
よ
る
防
火
機
能
な
ど
、
数
値

的
な
も
の
で
効
用
の
概
要
を
把
握
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
何
と
い

っ

て
も
人
聞
の
紋
へ
の
郷
愁
と
も
い
え

る
、
心
の
オ
ア
シ
ス
と
い
う
面
の
効

果
は
は
か
り
知
れ
な
い
と
思
い
ま
す
。

い
ず
れ
、
皆
さ
ん
万
の
協
力
に
よ

っ
て
近
く
完
成
す
る
で
あ
ろ
う
富
山

新
港
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
も
こ
う
い

っ

た
意
味
で
、
私
た
ち
富
山
県
民
が
チ

係
へ
残
す
大
い
な
る
遺
産
と
な
る

と
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

3 

-雪囲い(2)
ツツジや「かんlまく」

などは雪の重みで枝の

幹折れが多いので支柱

で囲むようにして縄で

支柱を結束する



駈
足
谷
橋
の
竣
工
と
役

;EJiZぷ家庭教育相談事業のアンケート結果

今
年
の
卜

一
月
末

に
竣
工
の
駈
足
谷
柿

は
、
合
掌
の
里
で
知

ら
れ
る
五
ケ
山
地
万

橋
へ
通
じ
る
、
山
川
沿

脳
い
の
国
道

一
五
し
ハ
号

哨

l
道
路
改
良
事
業
の

1
」工

一
環
と
し
て
、
新
設

宇ん

さ
れ
た
倍
長

二
二
三

一
一
一
い
川

H
聞
，

4
・k

h
v
z
i
J
，ノ

O
H川
の

銅
製
万
杖
刑
十

式
の
僑
梁
で
あ
り
ま
す
。

建
設
に
要
し
た
伐

用
は
、
総
額
三
位

く図1>育児上の悩みや気がかり

41 

お
門

幻
門

% 

30 

富山県教育委員会は、「家

3歳児を第

多答式(し、

くつでも答える方法)で回

る上での悩みや気がかりな

ホ育児上の悩みか等について

そのうち 、子どもを育て

アンケート調査を行いまし

庭教育(幼児期)相談事業」

1子にもつ母親を対象に、

の一環として、

ことについて、

た。(1，573名)

城
端
町

五
箇
山
県
立
自
鉄
広司、

! 園.
l 菅沼合掌集落

下
行
万
円
で

凶
九
年
度
か
ら
恭
て

通
れ
る
道
路
往
設
が
地
厄
よ
り
強
く

し
三
カ
年
を
要
し
ま
し
た
。

副
主
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

i
ケ
山
地
万
へ
通
じ
る
道
路
と
し

県
で
は
、
こ
れ
ら
の
要
望
に
応
え

る
た
め
、
昭
和
三

O
年
ご
ろ
か
ら
本

て
は
、
凶
道
一
五
六
号
と
三

O
川
号

の
二
本
の
凶
近
が
あ
り
ま
す
が
、
い

惜
の
永
久
柿
化
を
車
内
…
と
し
て
改
築

事
業
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
四
五

年
度
か
ら
は
、
冬
期
間
で
も
辿
行
で

き
る
道
路
建
設
を
重
点
と
し
た
大
々

的
な
改
良
事
業
に
府
手
し
て
き
ま
し

駈
足
川
八
日
怖
の
建
設
も
こ
れ
ら
一

ず
れ
の
道
路
も
例
年
卜
二
月
下
旬
か

ら
凶
日
中
旬
に
か
け
て
降
勺
の
た
め

通
行
不
能
と
な
り

ド
ベ
子

1
A
乃
勺

Jq

z
f
r
A
t
'
O
φ
ホ
H
V

カ
月
間
と
い
う
も
の
は

五
ケ
山
地

ト

M
の
唯

一
の
交
通
千
段
と
し
て
山
川

町
小
牧
か
ら
の
舟
便
ま
た
は

か
ぎ

ら
れ
た
山
道
を
歩
く
だ
け
の
不
便
さ

で
し
た
。

こ
の
た
め
従
来
か
ら
え
、
期
間
で
も

-
マ，

-

守

f

-

7
'
 

-
n
E
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内

k
u
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nwaw 

n
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凋
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凋
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h
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内
h
u

ゆ

門
は
門

ハヨ

引

門

内正内正

大
小
便
の
習
慣

病
弱

仲
間
は
ず
れ

こ
と
ば
の
遅
れ

祖
父
母
の
干
渉

一
人
遊
ひ
で
き
ず

食
事
の
習
慣

け
ん
か

住
居
の
狭
さ

不
器
用

衣
服
の
着
脱

指
し
ゃ
ふ
り

伯
父
母
の
甘
や
か
し

遊
ひ
場
不
足

子
供
と
の
島
れ
合
い

夜
尿

危
険
な
場
所

テ
レ
ヒ
の
見
せ
方

あ
き
っ
ほ
い

弟
妹
い
じ
め

遊
具
の
与
え
方

友
達
不
足

人
見
し
り

食
欲
不
振

質
問
の
答
え
方

甘
え
ん
坊

わ
か
ま
ま

泣
き
虫

偏
食

ほ
め
方
叱
り
方

向

U

20 

10 

答を求めた結果は、く図1>と

キ寺に困っていることを 1つ

2> となります。

領域別に分けてみると く図

だけ挙げ‘てもらった結果を

また、育児上の↑iるみで、

なります。

?こ述
の
改
良
事
業
の
一
環
と
し
て
始
め

た
わ
け
で
す

昭
和

4
二
年
度
に
は

中
の
延
長

現
イ1--
工

一
、
三

L

ハ.ム

μ
の
大
牧
卜

4 

ン
ネ
ル
も
完
成
し
、

五
三
年
度
で
実

施
予
定
の
舗
装

・
な
だ
れ
対
策
工
事

が
完
成
す
れ
ば
、
小
山
川
町
小
牧
か
ら

千
村
祖
山
の
間

一
二
肢
の
全
士
事
が

完
了
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
ヂ
村
植
山
か
ら
上
平
村
の

川
県
境
ま
で
の

二
七
・
九
日
の
問
も
虻

四
年
度
中
に
は
完
成
予
定
で
あ
り
ま

す
の
で
、
あ
と
二
、
三
年
の
う
ち
に

は
、
冬
則
聞
で
も
恥
で
砺
波
地
む
へ

通
勤
で
き
る
こ
と
に
な
り
、
間
4
4
r

を

通
じ
て
五
ケ
山
地

-H
へ
の
大
動
脈
と

し
て
、
市
の
行
き
か
う
の
が
み
ら
れ

る
日
も
近
い
で
し
ょ
う
。

く図2>育児上特に困る こと

5 



円
に
の
ぼ
り
用
排
水
路
二
五
四
、

。

o
O
H川
の
新
設
と
改
修
、
排
水
ポ
ン

プ
場
ニ
カ
所
の
新
設
お
よ
び
四
、

一

O
O
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
ほ
場
整
備
等
、

乾
田
化
と
ほ
場
を
整
え
る
大
規
模
な

も
の
で
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
従
来

一
反
当
り
農
作
業
の

所
要
時
間
一
五
九
時
間

(半
湿
田
ほ

場
整
備
済
)
j

一
八
四
時
間
(強
湿
田

未
整
備
)
で
あ

っ
た
も
の
を
、

二
六

二
時
間
に
省
力
化
し
‘
さ
ら
に
裏

作
な
ど
も
取
り
入
れ
ら
れ
、
農
業
経

8

待
望
久
し
か
っ
た
射
水
平
野
五
六

O
O
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
乾
由
化
の
主

イヒ

営
の
規
模
拡
大
、
余
剰
労
働
力
に
よ

る
農
外
収
入
の
増
大
な
ど
農
家
経
済

の
安
定
を
は
か
る
と
と
も
に
、
農
村

環
境
を
大
き
く
改
善
す
る
こ
と
が
で

き
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
全
計
画
の
う
ち
基
幹
用
排
水

施
設
で
あ
る
取
入
口
、
排
水
ポ
ン
プ

場
、
幹
線
用
排
水
は
、
国
営
事
業
と

し
て
今
年
度
で
完
了
し
、
関
連
し
て

実
施
さ
れ
て
い
る
県
営
事
業
、
同
体

営
事
業
も
着
々
進
捗
し
、
ま
た
乾
固

化
効
果
が
現
わ
れ
て
い
る
農
地
か
ら
、

東部 2号幹線排水路(下流から望む)

関
連
す
る
県
営
、

要
事
業
で
あ
る
国
営
射
水
平
野
農
業
水
利
事
業
が
完
工
、

団
体
営
事
業
も
着
々
進
捗
し
乾
田
化
す
す
む
。

借
は
、
地
形
が
極
め

て
平
問
で
大
部
分
が
抱
田
で
あ
り
ま

L
J
1

ノ、、
.
F
.
'
b
J

白
分

4
4
叶

l
mよ

し
た
。

回
出
標
高
の
低
い
所
で
は
、
海
水

面
上

一
三

で
と
低
く
、
夏
季
の
潮

位
が
高
い
時
期
に
は
河
川
に
海
水
が

逆
流
し
ま
し
た
。
ま
た
、
排
水
路
が

伏
少
か
つ
凶
曲
が
多
い
こ
と
か
ら
降

雨
に
な
る
と

一
而

「
洲
」
と
化
し
農

作
物
の
生
育
に
障
害
と
な
る
と
と
も

に
常
に
水
吐
け
が
思
い
た
め
膝
ま
で

っ
か
り
な
が
ら
農
作
業
を
し
な
け
れ

乾田化、ほ場整備事業が進む射水郷と地域図

ば
な
ら
ず
、
今
日
の
よ
う
な
農
業
の

機
械
化
は
、
お
の
ず
か
ら
不
可
能
で

あ
り
ま
し
た
。

こ
の
悪
い
条
件
を
克
服
す
る
た
め

の
努
力
は
、
大
正
十
丘
年
下
条
川
改

修
に
始
ま

っ
て
以
来
中
小
排
水
ポ
ン

プ
場
の
設
置
、
河
川
の
改
良
、
訓
止

め
水
門
の
設
置
な
ど
営
々
と
続
け
ら

れ
ま
し
た
。
し
か
し
こ
れ
だ
け
で
は

基
本
的
に
全
射
水
千
野
を
乾
固
化
し

干
陸
化
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で

ほ
場
整
備
事
業
が
併
行
し
て
行
な
わ

れ
て
お
り
、
全
体
の
進
捗
率
は
七
二

行
に
達
し
て
い
ま
す
。
残
る
は
末
端

の
用
排
水
路
の
改
修
お
よ
び
、
は
場

整
備
の

一
部
で
あ
リ
、
今
日
で
は
も

う
昔
の
よ
う
な
水
郷
射
水
の
お
も
か

げ
は
ほ
と
ん
ど
な
く
な

っ
て
き
ま
し

た
。

こ
れ
ま
で
事
業
着
手
か
ら
十
四

年
の
歳
月
を
要
し
ま
し
た
が
、
あ
と

四

1
4
年
で
す
べ
て
の
事
業
が
完
成

し
以
前
に
は
予
想
も
で
き
な
か

っ
た

東部幹線用水取水口

コンパインで稲刈り乾固化なった農地では

乾固化前の稲の収穫状況(舟による稲の運搬)

6 

し
た

和
三
八
年
に
排
水
主
よ
ひ
輯
旺
化
に

乾
固
化
に
対
す
る
地
元
農
民
の
要

よ
る
用
水
不
足
の
解
消
を
目
的
と
す

望
は
強
く
昭
和
三
十
年
に
至

っ
て
農

林
省
は
、
全
面
的
乾
由
化
計
画
の
調

る
全
体
計
画
を
ま
と
め
て
工
事
に
着

千
し
ま
し
た
。

伐
を
行
い

、
作
道
地
内
に
試
験
回
を

泣

っ
て
寸
の
結
果
に
も
と
づ
き
、
昭

そ
の
計
画
の
全
貌
は
、
関
連
す
る

も
の
も
含
め
て
総
事
業
費
三
二

O
億

美
田
に
改
善
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。

二
大
施
策
の

一
つ
で
あ

っ
て
、
農
民

の
永
い
な
が
い
願
望
で
あ
り
ま
し
た
。

射
水
加
の
乾
固
化
は
、

二
四
代
射

水
郡
長
と
し
て
大
正
六
年
赴
任
さ
れ

こ
れ
ら
の
全
事
業
が
完
成
し
、
造

た
南
原
繁
先
生
(元
東
京
大
学
総
長
)

が
、
射
水
郷
発
展
の
基
礎
と
し
て
、

成
中
で
あ
る
富
山
新
港
臨
海
工
業
地

帯
の
完
成
と
も
相
和
し
て
、
農
業
と

工
業
が
調
和
し
た
射
水
郷
の
発
展
が

農
民
学
校

(
現
在
の
小
杉
高
校
の
前

身
)
の
創
設
と
と
も
に
提
唱
さ
れ
た

期
待
さ
れ
ま
す
。

フ



昭和51年7月1日現在

【宅地】 |平方は 当たり・円

。本土也】 10アール当たり・円
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単位基準地の標準価格地価調査
。。
0.0 
0.0 
0.0 

0.0 
0.0 
0.0 

0.0 
0.0 
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6.600 

1.400 
460 

1.500 

13.500 
10.800 
9.300 

25.500 

11.000 
8.800 
9.500 

37.500 

高
騰
を
続
け
て
き
た
地
価
は
、
昨

年
初
め
て
下
作
治
し
て
大
き
な
話
題
と

な
リ
ま
し
た
が
、
そ
の
後
は
村
山
怖
を

保
っ
て

い
ま
す
。
今
年
十
月
一
日
に

公
表
さ
れ
た
地
価
調
査
の
結
果
に
よ

リ
ま
す
と
、
県
内
の
ほ
と
ん
ど
の
地

点
の
地
価
が
前
年
同
期
に
比
べ
て
横

ば
い
で
あ
り
、
県
平
均
で

0
・
八
%

の
微
増
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

こ
れ
を
用
途
地
域
別
に
み
ま
す
と

住
居
地
域
は

0
・
九
%
、
商
業
地
域

は
0
・
五
%
、
準
工
業
地
域
は
一

O

%
と
そ
れ
ぞ
れ
微
増
で
し
た
が
、

工
業
地
域
と
林
地
地
域
は
変
動
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
な
か
で
、
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0.0 

0.9 
0.0 
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0.0 
0.0 
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0.0 
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1.0 
O.。
0.0 
0.0 
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7.300 
4.900 

69.000 
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14.600 
10.700 
17.100 
73.700 
11.500 

12.100 
11.800 
9.000 

23.000 

商 字西上町504
【平村】

住 上 梨 字 家 平615
H 上松尾字酢梨95
商 下梨字馬駈場2193-3外
【上平村】

住 商 赤 尾 町 字 村 中797-1
H 皆葎字萩平366-1
商 西 赤 尾 町 字 村 中154-1
【利賀村】

住 利賀字上自190-1
H 高沼字北山354
商 利賀字上島345
【庄川町】

住 青島字権左島472-1外

" 金屋字南部町2944
" 金屋字京坂1691-1
商 青島字下川原77
【井波町】

住 北 川 字 大 薮289-9外
" ILJ見1446
" 井 波 字 東 町2173-2外
商 本町1-45-1
【井口村】

住 宮後 130
" 蛇喰153-1外
商 井口303-1
【キ冨霊予田T】

住 字新田丁1418-1
H 院林175
" 本江408-12外
商 字上町1619-1
準 二 日町字中島1138-3外
【福光町】

住 字笹塚 252-1
H 字五瀬 762-1
H 荒木1276-1
商 字本町 6906-1
準 字桑木732
【キ富岡回T】

住 掃部田2070-1外

" 福岡字早稲田888-2
H 土屋字八日 市白362外
商新町1186

【大山町】

住 三笠荒 屋諏訪木割801-4
H 上滝字南割470-8
H 三室荒匝出口割201-2外
商 上滝字北割290-1
【舟 橋 町】

調 下国重字有金153-1
H 仏生寺77-2
【上市町】
住横法音寺字長田51-4
H 上法音寺中長1-3
H 神田字上川原316
商 問中町字問中町59
準 若杉字寺田8-9
【立山町】

住 米沢字窪田割7-9 9.500 
H 利回559 4.200 
H 谷口字下回割11-1外 2.450 
商 五百石字丙瀬先割100-3外 49.000
準 日俣柿ノ沢割38-1 6.500 
【宇奈月町】

住浦山字聖人割396外
H 府見字六門4520外
H 字大坊2351-1
商 字桃源7-43
【入 善町】

住 入膳字上諏訪4620-6外
H 上野字八幡11477-26
" 欄 111字広見4584-2
商 入膳字:南町5232-6
H 入膳字高登3223-2
【朝日町】

住 荒川字狐角地425-1
H 東市野字島田80-3外
H 横 尾 字 穴 下837-8
商 泊字上金管369
準 i直下字殿田847-1外
【八尾町】

住 新田字縫殿割149-2
H 黒 田37-2
" 福助字上野274
商 字東町2090-1
準 福山字川原279-2
【婦中町】

住 速星958-2
H 袋 430-1
" 塚原字塚原65-2
見 ;J.:-J組175-1
【山田村】

住 小品字南前田476外
H 沼又字大野426
商 揚字基久保632
【細入村】

住 猪谷字且暮927外
H 片掛字権現2029
商 輸原字中島1262外

[/J、ヰ~;;. 回T】

住 三ケ2546
" 戸破字後宝1239-2外
H 戸破字神川3584
H 三ケ907-5
H 戸破字若宮3684-1
見 三ケ2760外
高 三 ケ字茶ノ木3285
調 下条140-1
【大門町】

住 大 門 字 道111115-5
H 二口字南野割2342-2
H 二 口字轟1145-1
商 大門字長割160-5
詞 生源寺字東島32-3外
【下村】

調 山屋字 山屋2387-3外
H 摺出寺字村腰193
【大島町】

住 小島58-5
H 小島601-2
H 小島1070-1
【城端町】

住 字西新田町358
H 字西上町460
" 字大宮野1109-27

" 木津236外
" .:J.:-J広1-2-5
" あわら町2-12
H 宝 町2-27
" 角字宗平51-5
H 五福町7-21
" 開発本町4-6
" 立野字点筋2756
" 伏木古府j国丁5-33
" 伏木一宮1-4-36
" p'W狼字焼野島191-1外

" }:3出町 5-9-26
H 中 田字木村4782外
見能町字 r.l!i野120外
商 ボ広田T8-11
" 丸の内2-53
H 本町5-21
" 伏木錦町9-11
" 戸出町3-10-12
H 中田字木村4822-1外
準 石瀬22-5外
H 昭和町1-3-52
H 美幸町 1-1-17
" 下黒田字川原885-7外
エ 荻布字川j7[i40一 ]外

調 太田字沢4919-21
H 五十里東町133
" 佐か日野字宵の前1355外
H 長江67
" 荒則的268外
【新湊市】

住 八幡町1-15-2 28.500 
H 中浜田T8-3 31.000 
H 堀岡古明神字村下333-1外 7.600
商 中新湊6-W re.ooo 
H 中央町1-14 52.000 
準 港町21-7 21.500 
H 新片町1-4-3 8.500 
エ 庄西町2-83 100.000 
" f戸:ia573-2 12.000 
【魚津市】

住 互依江字五反田1i1Jl399-6
H 北鬼江字稲作177-3
" 住吉字尻Jド3103-2
商 釈迦堂1-1316
準 上村木字天野659-4外
t氷 見 市 】

住 朝日本町14-4
H 窪 1223
" 砧尾字(fLjノJl346-1
商 本 町20-22
準 柳田仰向1101外

【滑川市】

住 加品町209-1外
" 上 小泉字大坪612-1外
H 諸原字三角133-3
商 下小泉町190-9
準 柳原三子宮ノ 束2060-1外
【黒部市】

住 三 日市字欄1112476-11外

H 三 日市字桜2877-1外
" 堀切新字法心坪398-2
商 三 日市字:三 島 1064-11
準 天神新210-2
【砺波市】

住 中村守:三反砧601-1
H 中央町9-7
" 中神字上作品72-1
商 中央町1-11
準 太郎丸字堀田島3903-1
[/J、矢部市】

f主 J¥、東問T7-5
" 畠中町11-16
" 前沢字表川原888外
商 中央町5-14
準 今石駒田T2-8-31

【大沢野町】
住 長附735-7 13.500 
H 下大久保字五番割1030-4 9.700 
H 笹津字平割126-8 8.700 
商 八木山石名田割56-22外 28.000
準 稲代207-4外 8.700 
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19.000 
13.000 
38.500 
38.300 
14.500 
19.000 
17.500 
11.500 
14.000 
18.500 
8.000 
9.700 
8.000 
22.600 

560.000 
58.000 
43.900 
42.000 
36.300 
14.300 
14.500 
22.000 
29.800 
15.600 
14.100 
10.600 
9.500 
5.500 
9.600 
4.500 

0.0 
0.0 
0.0 
O.。
3.1 
0.0 
0.0 
0.0 
4.7 

0.0 
0.0 
6.1 
0.0 
4.2 

魚津市
観音寺正敷1-44

氷見市
脇万字肖ケ谷712外

黒部市

国家野字大野2045
小矢部市

安 楽 寺 字 哀111132-1
上市 町

伊折字上野5-8
朝日 町

棚山字鹿島382
婦中町

下瀬字向山12
平村

夏焼字下関地47
庄川町

小牧字北牧11-1
福光町

小院瀬見字野地島80
高 岡 市

東海老坂字魚ケ谷内19
大山町

棚ケ原字西1I1割 16外
八尾町

~ケ原字尾の上631-1外

比
較
的
市
部
の
住
屑
地
域
と
商
業
地

域
で
高
め
に
な

っ
て

い
る
も
の
が
あ

り
ま
す
が
、
こ
れ
は
道
路
等
の
公
共

地
設
が
務
備
さ
れ
た
り
、
百
貨
屈
や

ス
ー
パ
ー
等
が
進
出
し
た
り
し
て
、

地
域
条
件
が
良
く
な

っ
た
と
い
う
特

妹
な
事
情
か
ら
で
す
。

こ
の
よ
う
に
地
価
が
安
定
し
て
い

る
の
は
、
国
土
利
用
計
画
法
で
、

定
規
模
以
上
の
土
地
の
取
引
価
格
が

規
制
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
最
近
の

経
済
状
態
か
ら
、
か
つ
て
の
よ
う

な
土
地
の
お
も
わ
く
買
い
等
が
な
く

な
っ
た
こ
と
等
に
よ
る
も
の
と
考
え

ら
れ
ま
す
が
、
今
後
も
引
き
続
き
地

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

価
の
横
ば

い
傾
向
が
続
く
も
の
と
み

ら
れ
ま
す
。

こ
の
地
価
調
査
は
、
地
価
公
示
(一

月

一
日
時
点
調
査
)
と
共
に
、
県
民

の
皆
さ
ん
に
、
地
価
水
準
に
つ
い
て

正
し
い
知
識
を
も

っ
て

い
た
だ
き

土
地
取
引
の
際
の
目
安
に
し
て
い
た

だ
く
た
め
、
毎
年

一
回

(
七
月
一
日

時
点
)、
標
準
的
な
価
格
を
公
表
し
て

い
る
も
の
で
す
。
別
表
に
掲
げ
た
標

準
価
格
の
ほ
か
、
調
査
地
点
の
位
置

や
周
辺
の
状
況
を
記
載
し
た
地
図
等

が
、
市
町
村
役
場
に
あ
り
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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【富山市】
住 芝困町1-5-4 51.500 
H 鹿品町1-1-13 40.000 
H 太郎丸字伊地免割 824-7 31. 000 
H 二口町 字 作陀 割116-17 15.000 
H 亦田711-2 18.500 
H 掘川町字応木割708-2 24.500 
H 広郷町椎ポi1iIJ281-6 20.500 
H 堀川小泉町2-3-12 36.300 
H 大衆点目T2-19-21 37.700 
" 111室字西田割293-7 13.000 
11 111室字浦田宮1J244--5 22.000 
H 軟 占字 大曲割297-3 14 . 000 
H 田H-tl48 14.000 
H 藤木字上見割240-5 13.800 
H 新庄町字 庚申164-3 16.400 
H 向新圧倒ー12 19.500 
H 手出69-1外 15.000 
H 奥)I二町 13-23 29.000 
H 奥田町18-18 28.000 
H 下新北町8-51 21.000 
H 下ぷ江2l臼字新栄54-3 16.800 
H 世 田字丙田割125-81 16.300 
H 運町字円十歩割746 12.700 
H 森字盤寺割 960-3 10.800 
11 rlJ田字点他国67-9 10.900 
H 水橋町中村町字凶沼230-1410.200
H 草山字畑符1J560-3 4.700 
H 阿プJ二 番町39 12.000 
H 北 代字 村巻340-1外 10.300 
H 呉 羽町字 小竹屍3918-10714.900 
H 呉 十l町字山崎5795-14 22.500 
H 占作字北割300-2 15.700 
H 安益坊字箆懸357-18 20.800 
H 駒見字一 番割349-4 18.400 
11 mn山字茶木割1437-8 20.800 
見 広郷新9 10.000 
H 小杉232-1 11.000 
H 厳木字上見割232-1 9.500 
H 犬山字l超高蓮坊3-1外 9.000 
商 中央通り 1-5-11 780.000 
H 桜木町8-7 237.000 
H 安住町7-36 87.500 
H 牛}ゐ町11-10 67.000 
11 ;jじ新町]-2-29 86.000 
H 泉町2-3-16 45.800 
11 fi番町3-2 72.000 
H 州 111E町6-3 61.800 
H 千石町5-2-3 47.000 
H 花園町3-2-9 98.800 
H 中野 新 町2-2-26 86.000 
H 石 金字代官割46-14外 88.000 
H 上 富居字大根2-35 15.500 
H 点岩瀬町字新川町312 41.000 
H 水幡町字大町33外 23.200 
H 四万田 町19外 14.500 
H 五福字才勝割1922-1外 64.500 
準 撰入船町66-2 17.000 
H 萩原20外 15.700 
H 黒崎字寺田割218-3 17.000 
H 荒 川字前田割141-1 39.600 
H 上宮居字苗代176-1 20.000 
H 笠田町1丁目前田割205-425.500 
H 下亦江田n-4-19 13.300 
H 城川 原 字 紺 部 野 割7-6外 20.000 
工 新庄町字銀陛464-1外 15.300 
調 任海字株原898-8 6.700 
H 城村字砂田割68-4 9.700 
11 /1て橋町専光寺 195-2 3.450 
H 浜黒 崎871 4.000 
H 金 111新字点尚割110-1 8.500 
H 平岡宇野下114-1外 2.600 
【高岡市】

住 中川 本 町4-4
H 蓮花 寺101-2
H 出来田114-3
H 清水 町3-5-35

価格所在地および地番

対包℃ 

種 別

37.000 
15.900 
13.800 
26.500 



飛
騨
の
山
々
に
源
を
発

県
の
西
南
端
に
位
置
し、

す
る
圧
川
が
村
を
縦
に
貫
く
。
自
然
の
織
り
な
す
景

勝
に
め
ぐ
ま
れ
白
山
国
立
公
園
、
県
立
五
箇
山
自
然

公
園
を
有
し
、
豊
富
な
水
は
、
汲
め
ど
っ
き
な
い
電

源
の
宝
庫
を
生
み
、
大
都
市
へ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
供

た
文
化
遺
産
を
生
か
し
、
調
和
あ
る
発
展
を
求
め
、

「
豊
か
な
心
を
育
て
る
」
村
政
を
理
念
に
事
業
を
推

進
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
き
ょ
う
も
、
国
道
の
整
備
や
赤
尾
発
電

所
建
設
、
県
営
境
川
ダ
ム
建
設
工
事
な
ど
、
あ
す
に

「
っ
ち
音
」
が
全
村
に
み
な
ぎ
っ
て
い

給
し
て
い
る
。

む
か
つ
て
の

村
で
は
、

め
ぐ
ま
れ
た
自
然
環
境
と
先
人
の
残
し

る



合ヨ さ
父市 ん

保
健
婦
さ
ん
・
:
。
妊
娠
か
ら
育
児
ま
で
い
ろ
い

ろ

と
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
く
れ
た
保
健
婦
さ
ん
。
集
団
検

診
な
ど
で
忙
し
く
動
き
回
り
、
優
し
く
厳
し
く
健
康

相
談
に
応
じ
て
く
れ
た
保
健
婦
さ
ん
。

こ
ん
な

イ
メ

ー
ジ

を
お
持
ち
の
方
が
た
く
さ
ん
お
い
で
か
と
思
い

ま
す
。

と
き
に
は
看
護
婦
さ
ん
の

よ
う
な
仕
事
も
し

て
く
れ
る
、
い
わ
ば
人
の
一

生
の
健
康

ア
ド
バ

イ
ザ

ー
保
健
婦
に
つ
い
て
調
べ
て
み
ま
し
た
。

け
も

っ
て
い
る
の
で
す
。

健
指
導

保
健
婦
の
仕
事
(
業
務
)

〈〉
健
康
相
談
お
よ
び
集
団
指
導

〈〉
家
庭
訪
問
に
よ
る
看
護
お
よ
び
保

法
律
で
は
、
保
健
婦
の
業
務
と
は

「療
養
上
の
世
話
と
診
療
の
補
助
」

「保
健
婦
の
名
称
を
用
い
て
保
健
指

〔健康障害と保健医療のしくみ〕

導
を
す
る
」

こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

し
た
が

っ
て
、
看
護
や
保
健
指
導
を

す
る
の
を
保
健
婦
業
務
と
い
い
ま
す
。

こ
の
看
護
や
保
健
指
導
を
ど
の
よ

う
に
実
施
し
て
い
る
か

そ
の
方
法

に
つ
い
て
は
主
に
次
の

三

つ
に
な
り

ま
す
。

県
内
の
保
健
婦
の
現
状

保
健
婦
の
人
数
と
全
国
比

県
内
に
は
昭
和
五
十
年
十
二
月
末

現
ト
仕
で
二
三
四
名

(一

o
o
r」

l

リ
会
十
こ
，
片
道

口
o
d
z
-一三日
l
b

市
町
村
の
国
保

(
国
民
健
康
保
険
特

一
三
名

(
四
八

-
一二
u
h
)

十
カ
所
の
県
保
健
所
に
七

九
名
(三一
ニ
ハ八

r
)そ
し
て
会
社
工

場
等
の
事
業
所
に
四
二
名

ご

七

・

九
許
)
の
保
健
婦
さ
ん
が
就
業
し
て

い
ま
す
。

十
年
前
は

一
九

O
名
だ

っ
た
保
健

婦
は

一
・
二
倍
に
増
加
し
て
お
り

こ
れ
は
人
口
十
万
人
に
対
し
二
一

八
人
と
な
り
、
全
国
平
均
の

一
四

・

二
人
よ
り
多
く
、
全
国
一

二
位
と
充

足
率
は
比
較
的
良
好
と
い
え
ま
す
。

高
卒
後
四
年
間
勉
強

こ
の
保
健
婦
に
な
る
た
め
に
は

図
表
ー
の
よ
う
に
、
高
校
卒
後
、
希

護
婦
学
校
で
三
年
間
、
知
識
と
技
術

を
学
び
、
さ
ら
に
保
健
婦
学
校
で
一

年
間
、
み

っ
ち
り
と
所
定
の
学
科
を

修
め
て
、
国
家
試
験
に
合
格
し
免
許

を
取
得
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

保
健
婦
の
業
務

現
代
医
療
の
中
で保

健
婦
の
役
割

身
体
の

一
部
に
、

あ
る
い
は
精
神

的
に
何
ら
か
の
症
状
が
現
わ
れ
て
、

「病
気
に
な

っ
た
か
な
L

と
感
じ
て

医
師
の
診
断
を
受
け
、
治
療
し
て
い

た
だ
く
方
が
医
療
の
対
象
者
ー

ー
と

い
う
の
は
昔
の
話
。

家庭訪問して育児指導

室
、
成
人
病
教
室
等

〈〉
衛
生
教
育

(
妊
婦
教
室
、
育
児
教

保
健
婦
が
看
護
す
る
疾
病
今
昔

-アフタケア

リハビリ
7戸ーー〉〆ヨム〆

臨床的医療を受ける

治療・静養

訪 問延人 員
区分

延数 結骸 精神 成人病 母子 その他

数 21，875人 6，844 4，627 3，997 4，108 2，299 
」保 健 所

率 100% 3l.3 21.1 18.3 18.8 10.5 

数 40，484人 . 1，022 487 19，023 12，976 6，976 
市町村(国保)

率 100% 2.5 l.2 47.0 32.1 17.2 

表 1保健婦の家庭訪問対象別状況(昭和50年)

保健婦として就業看護婦として就業

こ
こ
で
看
護
面
に

つ
い

て
調

べ
て
み
ま
す
と
、
表

ー
の
よ
う
に
な

っ
て
お
り

保
健
所
保
健
婦
で
は
、
結

核
患
者
、
村
神
障
害
者
お

よ
び
母
千
関
係
が
多
く

市
町
村
国
保
保
健
数
で
は

成
人
病

母
子
関
係
、
そ

の
他

の
順
に
な

っ
て
お
り

ま
す
。

表2保健所保健婦家庭訪問対象別の比較

伝染病

51.4% 

31.3% 

日百平日

40年

昭手口

50:年

現
代
の
医
療
は
単
に
健
康
な
日
常

生
活
を
お
く
る
と
い
う
消
極
的
な
意

味
だ
け
で
な
く
、
も

っ
と
積
極
的
に

『健
康
を
増
進
し
、
疾
病
を
予
防
し
、

よ
り
よ
い
健
康
状
態
を
つ
く
り
出
す

と
と
も
に
、

12 

ひ
と
た
び
発
病
し
た
と

き
は
、
そ
れ
を
で
き
る
だ
け
早
く
発

見
し
、
早
く
治
療
を
受
け
さ
せ
る
。

そ
し
て
一
日
も
早
く
健
康
を
回
復
さ

せ
る
た
め
に
、
治
療
後
も
ア
フ
タ
ー

ケ
ア

(後
保
護
)
や
、
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン

(
更
生
補
導
)
を
行
な
い
、

保
護
を
加
え
て
行
く
』
と
い
う
よ
う

に
な

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
一
連
の
過

程
を
保
健
医
療
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
そ
の
医
療
分
野
は
非

常
に
広
範
囲
に
わ
た
り

こ
れ
に
協

力
す
る
人
も
多
種
多
様
で
す
。
保
健

婦
や
看
護
婦
も
こ
の
保
健
医
療
チ
|

ム
の

一
員
と
し
て
、

-
活
躍
の
場
を
受

す
る
と
表
2
の
よ
う
に
な
り

結
核

が
減
り
、
精
神
、
成
人
病
患
者
が
増

え
て
き
て

い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す

こ
れ
ら
の
変
化
は

生
活
水
準
の

向
上

医
薬
品
の
進
歩
お
よ
び

人

口
の
老
齢
化
に
よ
る
疾
病
構
造
の
変

化
に
起
因
す
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

哨グ

医師とともに健康相談

オ3

チ
ヨ
ッ
ト
一
言

保
健
婦
か
ら

い
ろ

い
ろ
ア
ド
パ
イ

ス
を
受
け
た
ら

そ
れ
を
確
実
に
実

行
し
て
い
く

こ
と
に
よ
り

疾
病
の

回
復
も
早
く

ま

た

周

囲

の
人
た
ち

結核

の
協
力
も
得
ら
れ
る
と
い
う
も
の

ど
う
ぞ

保
健
婦
を
十
分
利
用
す
る

と
と
も
に

自
分
向
身
の
健
康
に
留

意
し
て
く
だ
さ
い
。
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し
か
し

こ
ど
も
の
頃
に
よ
く
絵
を
画
い
た
人

い
つ
の
間
に
か
遠
ざ
か
っ
て

で
も
、

一
い

き
ま
す
。
遊
ん
で
い
ら
れ
な
い
と

一
い
う
勤
勉
性
が
高
ま

っ
て
く
る
か
ら

町
で
も
あ
り
ま
し
ょ
う
。

一

こ

こ
に
は
、
絵
を
画
く
人
び
と
が

一

一
日
の
仕
事
を
終
え
て
か
ら
集

っ
て

一
い
ま
す
。

一
こ
の
人
達
は
、
有
名
な
展
覧
会
で

…
賞
を
貰
う
こ
と
を
夢
み
て
デ

ッ
サ
ン

一
に
励
ん
で
い
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

…
生
活
の
中
に
美
を
追

っ
て

い
る
人

一
達
で
す
。
七
二
歳
の

お
ば
あ
さ
ん
か

一
ら
高
校
生
ま
で
、
職
業
も
、
医
師

・

一
商
庖
員

・
会
社
員

・
公
務
員

・
主
婦

一
・
学
生
と
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
人
が

一
い
ま
す
。
住
ん
で
い
る
所
も
県
下
全

一
域
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
が
、

共
通
し

り世 る美がすが
生のぷよし多
泊中 JE うさい美感

にがムにをほしじ
張明?な向どいる
りる L リ分、もの
がくさまの物のに
で見 I〈すものをも
きえ工 。 のノド見訓
たる三 と賀、練
」 よ J しゃ聞が ー
とうよ て微くい j
ー に 7 い妙機り { 
人なペ けな会ま~ ~ 

L~......... ...一山山一山山一…一山山山一一一山四………一…山山~…一一日山叩一一一…一一一一一一J
5 山 をー に翌 五二基 い七
2 県駐版枚なつ日ま o 0 本利ま時
6 営車売つおきのた円 O 料用すか
7 駐場しづ、 三 午夜ず円金す 。 ら
) 卓のてり回 O 前間つで ( る 午

場おい、数 O 七料加、入場 後

(閉ま一券円時金算三庫合
8 いす:冊 ( とま ( さ O かの 時
O 合 u 二こなで午れ分ら駐 ま
7 せ パ O つ)後ま増一事 で
6 等 ~ 0 ては十すす時料 と
4 は 〉く 円い、時 。 ご間企 な

33 二 出券まーか と ) は つ

品 早十す計ら には、 て

富
山
駅
前
(
富
山
市
新
桜
町

|
県

職
員
会
館
隣
接
地

)
に
建
設
を
進
め

て
い
ま
し
た
「
富
山
県
営
駐
車
場
」

が
完
成
し
、

十
一
月
一
日
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。

富
山
駅
前

一
帯
は
、
県
の
代
表
的

な
ビ
ジ
ネ
ス
街
区
を
形
成
し
て
い
ま

idt 

す
。

一
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
り
の
人
口
密

度
を
み
る
と
、
夜
間
は
二
J
人
で
す

が
、
昼
間
は
そ
の
ほ
ぼ
十
倍
に
当
る

二
七
二
人
と
な

っ
て

い
ま
す
。

同
地
区
は
、

ビ
ジ
ネ
ス
用
の
駐
車

需
要
が
大
き
く
、
路
上
駐
車
禁
止
規

制
な
ど
の
拡
大
に
伴
い
、
現
在
設
置

さ
れ
て
い
る
民
営
駐
車
場

で
は
、
需
要
に
応
じ
き
れ

な
い
状
態
に
な
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
事
情
か
ら
、

県
都
の
総
合
交
通
地
策
の

一
助
と
す
る
た
め
、
県
企

業
局
が
地
域
開
発
事
業
の

第
一
着
手
と
し
て
、
富
山

駅
前
に
県
営
の
駐
車
場
を

設
置
し
た
も
の
で
す
。

こ
の
駐
車
場
は
、
鉄
骨

オープン に先立つての祭事

造
り
三
階
四
層
の
建
築
物

で
、
延
面
積
は
約

三
、一

O
O平
万
灯
、
総
事
業
費

二
億
円
、
自
動
車
一
七

O

て
い
る
こ
と
は
、
皆
真
剣
で
あ
り

楽
し
そ
う
な
こ
と
で
す
。

世
間
に
は
「
絵
が
分
ら
な
い

」
と

い
う
人
が
か
な
り
多
く
い
ま
す
。
美

し
い
も
の
は
「
感
じ
る
」
の
で
あ
っ

て
巧
え
て
分
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

の
講
習
生
が
言
っ
て
い
ま
し
た
。

ん
。
考
え
る
に
は
勉
強
が
必
要
で
す

(県
民
会
館
の
絵
画
教
室
で

台
を
収
容
す
る
こ
と
が
で
き
る
自

走
式
の
立
体
駐
車
場
で
す
。

駐
車
場
の
入
出
庫
は
、
駐
車
券
自

動
販
売
機
、
自
動
料
金
精
算
機
等
に

司4

へ
お
z
碍
ね
く
だ
さ
い
。

千円ヰしの両替えもできます

圃四:

料金ボ ックス

14 

よ

っ
て
、
す
べ
て
オ
!
ト
メ
化
さ
れ

て
い
ま
す
。

営
業
時
間
は
二
四
時
間
で
す
が
、

入
出
庫
の
取
り
扱
い
時
間
は
、
午
前

出
口
で
は
駐
車
券
を
入
れ
る

と
料
金
が
現
わ
れ
る
ボ
ッ
ク

ス
が
あ
り
料
金
を
入
れ
る
と

し
ゃ
断
機
が
あ
が
り
ま
す

15 
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を
は
か
る
重
要
な
モ
ノ
サ
シ
で
す
。

_"、 a， 一、 一_-
/ __...___ .. ....'/穴.. .，~

消費者物価指数の比較(県内9市平均)

，主) rl目指数は昭和45年基準指数を

昭和50年=1∞に換算し たものである

物
価
の
動
き
を
総
合
的
に
と
ら
え

と
こ
ろ
で
、
最
近
ま
で
の
消
費
者
物

る
代
表
的
な
指
標
と
し
て

「消
費
者

価
指
数
は
、
昭
和
四
五
年
を
基
準
と

し
て
作
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し

物
価
指
数
」
「
卸
売
物
価
指
数
」
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

こ
の
う
ち
卸
売
物
価

新・消費者物価指数

国
で
は
五
一
年
八
月
介
の
指
数
か
ら

f 
-‘司事 ー-./

指
数
は
、
物
が
生
産
部
門
か
ら
流
通

県
で
は
九
月
『
分
の
指
数
か
ら
新
し
い

部
門
へ

流
れ
る
段
階
で
の
物
価
水
準

基
準
の
指
数
に
変
わ
り
ま
し
た
。
そ

を
は
か
る
の
に
対
し
、
消
費
者
物
価

こ
で
今
回
は
、
こ
の
新
基
準
の
消
費

一一一一新指数

一一---旧指数

指
数
は
、
消
費
者
が
庖
舗
な
ど
か
ら

者
物
価
指
数
の
概
要
に
つ
い
て
み
て

物
を
購
入
す
る
段
階
で
の
物
価
水
準

み
ま
し
ょ
う
。

新・旧

と
こ
ろ
で
、
こ
の
マ
ー
ケ

ッ
ト

物
価
指
数
の
し
く
み

バ
ス
ケ

ッ
ト
を
あ
ま
り
長
期
間
同
定

105 

16 

110 

95 

100 

90 

ま
ず
、
物
価
指
数
が
ど
の
よ
う
な

し
て
お
く
と
消
代
構
造
の
変
化
が
指

品
目
や
価
格
の
精
度
を
向
上
さ
せ
る

立
っ
た
も
の
と
し
て
、
主
食
・
家
具

什
器

・
交
通
通
信
な
ど
が
小
さ
く
な

り

外

食

・
自
動
車
関
係
費
な
ど
が

し
く
み
で
作
ら
れ
て
い
る
か
簡
単
に

み
て
み
ま
し
ょ
う
。
わ
が
国
の
物
価

数
に
反
映
さ
れ
な
い
た
め
、
生
活
実

た
め
の
品
目
な
ど
合
わ
せ
て
四
七
品

態
と
ず
れ
て
く
る
こ
と
に
な
リ
ま
す
。

目
・

.4
九
銘
柄
が
新
た
に
追
加
さ
れ

一
万
、
重
要
度
が
小
さ
く

指
数
は
、
基
準
と
な
る
年
に

一
般
消

そ
の
た
め
通
常
ぶ
年
ご
と
に
法
準
時

ま
し
た
。

大
き
く
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
米

作H
4
引
世
引
が
購
入
し
た
商
品
や
サ
|

が
改
正
さ
れ
ま
す
に

な
っ
た
り
、
他
の
品
目
で
価
栴
変
動

食
卓
の
低
下
、
マ
イ
カ
ー
時
代
な
ど

ビ
ス
な
ど
の
組
み
合
わ
せ

(
マ
l
ケ

γ
ト
・
バ
ス
ケ

ッ
ト
)
を
、
比
較
す

が
代
表
さ
れ
る
と
与
え
ら
れ
る
も
の

を
反
映
し
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

主
な
改
正
点

ム
円
山
日
・
七
銘
州
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

新
指
数
の
動
き

る
年
(月
)
で
購
入
す
る
と
し
た
ら
そ

，E
長
十
古
口
日
U
J
L
手
三
仁
A
L
e-
レ
-

i
4
1
b
H手
↑

MV14
与
を
J
託

f
t
と

こ
の
結
果
、
新
指
数
に
用
い
る
品

の
総
費
用
が
ど
の
よ
う
に
変
化
す
る

し
て
い
ま
し
た
が
丘

O
年
が
法
準
と

白
数
は
、
四

一
九
品
目

・
四
八

A

ム
銘

新
指
数
は
五

O
年
一
月
に
さ
か
の

ぼ
っ
て
作
成
さ
れ
ま
し
た
。

い
ま
ま

で
は
、
「
昭
和
五

O
年
千
均
指
数
は
一

か
を
、
そ
の
商
品
な
ど
の
価
格
上
非

し
た
が

っ
て、

な
リ
ま
し
た

て7

刷
(
川
指
数
は
間
二
八
銘
柄
)
と
な
り

十
郎
「
と
そ
の
商
品
な
ど
の
支
山
全
体
に

ケ
ッ
ト
・
バ
ス
ケ

ッ
ト
の
内
作
も
変

ま
た
、
従
未
か
ら
調
作
し

ま
し
た
。

山
め
る
川
A
H

て
」
れ
を
ウ
ェ
イ
ト
と

わ
リ
ま
し
た
。
指
数
に
保
則
す
る
品

て
い
た
品
目
に

つ
い
て
も
泊
代
U
M
の

七
二

・
問

(昭
和
四

4
年

l。。

い
い
ま
す
)
で
川
市
一
一
.
平
均
し
た
指
数

日
は
故
近
の
消
行
構
泣
を
.
反
映
す
る

同
削
減
に
よ
り
指
数
計
昨
に
つ
か
う
ウ

全
国
キ
均
)」
と
い
う
よ
う
に
い

っ
て

で
表
わ
し
た
も
の
で
す

ょ
う
家
計
立
出
で
屯
要
度
の
大
き
い

エ
イ
ト
が
変
わ
り
ま
し
た

特
に

H

い
ま
し
た
が
こ
れ
か
ら
は

「昭
和

叫'"

サ
シ
で
す
。
そ
の
し
く
み
を
正
し
く

基
準
時
改
正

に
関
す
る

私
た
ち
の
詳
ら
し
は
も
ち
ろ
ん
、
国

正富
簿全基
で国準
翻八時
べ千の
て世お
い帯買
まの物
す家は

言十 、

く
わ
し
い
-
-
と
は

理
解
し
て
ご
利
用
い
た
だ
き
た
い
と

の
経
消
運
営
や
産
業
活
動
の
指
標
と

基準時のお買物と

同じ物を比較時で

購入すると? 比較II.~'でのお n物、

統
計
調
査
課
物
価
家
計
係

へ

思
い
ま
す
。

し
て
広
く
利
用
さ
れ
る
大
切
な
モ
ノ

消費者物価指数のしくみ

(物価指数170の場合)

-
便
利
な
掃
除
道
具
の
い
ろ

い
ろ

軽
く
て
、
小
ま
わ
り
の
き
く
耐
久
力
の

hM
ま
い
の
い
対
命
を
で
き
る
だ
け
長

電
気
掃
除
機

く
す
る
に
は
、

日
常
の
削
除
や
千
入

れ
を
手
ま
め
に
行
う
心
が
け
が
大
切

あ
る
も
の
を
。

い
州
除
の
一
連
の
作

で
す
。

し
か
し
、

3，000円

手
動
掃
除
機

電
気
掃
除
機
よ
り
簡
単
に
じ
ゅ
う
た
ん

一比較時の総費用
指数ー X 100 

基準時の総費用

170，000 = ー X100= 170.0 
100，000 

業
を

M
H全
部
す
る
こ
と
は
大
変
な

の
ゴ
ミ
が
と
れ
ま
す
。
病
人
や
ぶ
ち
ゃ
ん
の
部
屋
の
制

j主準H年のお'(1物

そ
こ
で

.
M日
の
い
州
除
は
簡
単
に
全
般
的

除
に
も
便
利
で
す
。

労
働
で
す
。

に
行
い
、
辿
ご
と
に
排
水
日
の
い
州
除
や
家
具
の
下
の
は

ン 小
lま

ソ つ
、フ き

部
屋
の
隅
や
角
の
ホ
コ
リ
取
り

カ

ア

こ
り
を
と
る
な
ど
部
分
的
に
重
点
を
お
い
た
い
州
除
を
行

ベ
ッ
ト
な
ど
の
チ
リ
払
い
に
。

化
学
雑
布

・
モ
ッ
プ

拭
き
取

っ
た

そ
し
て
月

一
一
回
は
ガ

い
ま
す

オフ

が
け
の
作
業
を
行
い
ま
す

掃

除

を

考

え

る

ホ
コ
リ
が
飛
び
散
ら
な
い
よ
う
油
性

ラ
ス
の
洗
剤
ぶ
き
や
床
の
ワ

ソ

i
o年
平
均
指
数
は

一
O
O」
と
い

か
小
さ
か

っ
た
た
め
は
ぽ

一
致
す
る

物
質
や
助
剤
を
し
み
込
ま
せ
て
あ
り

ま
す
が
家
庭
で
も
簡
単
に
つ
く
れ

う
よ
つ
に
な
り
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
五

O
年
一
月
か
ら
五
一

傾
向
を
示
し
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

さ
ら
に
畳
「
し
や
唱
の
ほ
，
一
り

ま
す
。

払
い
、
防

f
の
ん
取
り
持
え
と
い
っ
た
も
の
を
季
節
に
あ

お
わ
り
に

-
洗
浄
剤
の
種
類
と
働
き

住
居
用
合
成
洗
剤

年
九
月
ま
で
の
新
指
数
と
旧
指
数

(
昭
湘
四
五
年
基
準
指
数
を
五

O
年

を
一

O
Oに
換
算
し
た
も
の
)
を
比

こ
の
よ
う
に
物
価
指
数
は
、
消
作
以

4

阜
-
帯
の
生
活
実
態
に
合
、
つ
よ
、
っ
改

わ
せ
て
大
削
除
に
組
み
こ
み
ま
し
ょ
う
。

床
、
畳
な
ど
の
帰
除
に

仲
秋
、
年

梅
雨
あ
け
後

大
掃
除
は
春
四
月
ご
ろ

春
と
秋
は
害
虫
駆
除
、
情
雨

末
な
ど
に
予
定
を
組
み

オ
ー
ブ
ン
用
。

ア
ル
カ
リ
性
剤
入
り

が
ん
こ
な
油
よ

れ正
てさ
もれ
必ま
すし
した
も b

生し
活か
実し
胤 . 、

と改
は正
ーさ

ご
れ
に
便
利
で
す
。

較
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
総
合
指
数
の

そ
し
て
年
末
は
終
理
を
中
心

あ
け
後
は
出
れ
は
ら
い

タ
イ
ル
の
日
地

水
準

・
動
向
は
ほ
と
ん
ど

一
致
し
て

ト
イ
レ
や
タ
イ
ル
用
。

酸
性
剤
入
り

致
す
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な

天
気
の
よ
い

に
と
い
う
よ
う
に
苧
節
に
あ
わ
せ
て

や
浄
化
槽
を
い
た
め
る
お
そ
れ
が
あ
る
の
で
表
示
を
よ

い
ま
す
。
従
来
物
価
指
数
が
改
正
さ

ら
ば
、
生
活
実
感
の
倒
人
差
、
品
質

適
当
な
胤
の
あ
る
日
を
選
ん
で
行
い
ま
す
。

れ
る
と
物
価
上
昇
が
低
目
に
な
る
と

く
読
ん
で
使
う
こ
と
。

ま
た
木
綿
用
出
白
剤
と
は
絶
刈

向
上
や
購
入
量
楠
に
よ
る
支
出
明
加

掃
除
の
能
率
を
あ
げ
る
コ
ツ

い
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
の
改

併
用
し
な
い
こ
と
。

分
な
ど
の
問
題
が
あ
る
か
ら
で
す
。

正
で
は
各
校
目
に
お
い
て
ウ
エ
イ
ト

代
表
は
ク
レ
ン
ザ
ー
で
、
出
白
剤
入
り
も
あ

制
除
の
能
率
を
あ
げ
る
た
め
に
は
道
具
を
使
い
ヲ
」
な

研
磨
剤

現
荘
の
物
価
指
数
は

一
人
一
人

に
若
干
増
減
が
あ
っ
た
も
の
の
、
過

す
こ
と
と
薬
剤
を
上
手
に
利
用
す
る
こ
と
で
す
。

の
生
活
実
感
で
は
と
ら
え
に
く
い
物

り
ま
す
。

去
の
改
正
に
比
べ
総
体
的
に
は
変
化

価
全
体
の
動
き
を
客
観
的
に
と
ら
え
、



-県政のうごき

10月刊日. 県営ほ場整備事業続々と完了に

富山県営は場整備卒業は、この日大田地区(富山市)、

北砺地区で完工式をあげ、米月は城端束部など 4地区

が完成するなど、続々と完了の運びとなります。39年

から実施しているほ場整備卒業は、これてい完了12地区、

地工中40地区となり、 52年度からは団体営ほ場経備事

業のみが引き続き行なわれることになりました。ほ場

主任備事業は51年までに県営・団体営合せて56，700ヘク

タールになり、その進行率は全国一 となっています。

10月19日 ・ GMP実施状況、 70%が
rつ 基準に適合

G MP(医薬品の製造と品質管理に関する法準)の適

令状況をまとめたところ、猶予されている構造設備を

除いた約70~;; の製薬工場がほぼ適合していることがわ

かりました。 また、 GMP実施で業種変更や廃業する

L場も相次いてい、昨年10)~から 1 年間で22工場が減 り

まし fこ。

10月23日 . 朝日・小川の地熱開発
rつ 掘削を条件付きで許可

山山県温泉審議会は、通産省がかねて火力発'ιにか

わるクリーンエネルキ -ilhtとして、全国各地ですすめ

ている「地熱開発卒業調査」の候補地とし て、 判日町

小川の掘削調査の申請を幕議した結果、 「既存胤泉に

;jt~科した場合は工事を中Jlーする」という条件づきで許

可することにしました。

10月 24日 . 佐賀国体に富山県勢239人

調騨輔酷輯輯輯蝿鵬躍醐 麗盟輯盟醐 購髄醐融献体運動に協力しましよう
お問い合せは、富山県厚生部医務課(ft0764・3ト 4111内線435)へ。

10月16日~竹月15日
竹月 4日.県営駐車場オープン

第31回佐11 国体秋季大会開会式に a~ 山県勢 239 人は、

18番目に県花チ ュー リップを片手に堂々と入場、スタ

ンドから「ワァー ッキレイ」と大観声。冬季国体を開

催した富山県としては、天皇杯20位以内にと、中田団

長を先頑に村公みなぎる行進でした。

白山駅前の!註卓場需要緩和のため、県営駐車場がオ

ープンしました。(この項本文参照)
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10月 27日 ・ 天皇陛下に中田知事が
rコ ・'県勢を説明

天皇陛下には、この日宮中悔の聞に、中田富山県知

事ら 7 県知I~'~ をお招きになり、各県の地h事情につい

て説明を受けられました。

中田知~は、 45年にご説明した当 H寺から、人口が 4

万人増、工業出仰鋲が 1兆 5，000億円と他地したこと

など説明、陛下が心配されている稲作の冷害などにつ

いては、冷害防除を徹底した結来、作柄98~'*程度にお

さまることをお話ししたところ、 「民民の努力を多と

する」のお言葉がありました。 このあと、自然保諮問

題にふれたとき、陛下が44年にご米県の折ご覧にな っ

た雷鳥の人工飼育についてお尋ねがあり、僻化には成

J)Jしたカミ、自lCイ寸lナカfうまくし、ヵ、なカ‘ ったことを吉見日月し

ました。
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竹月2日 ・ 県政、県文化、県教育
I J L- L...J ~功労者表彰

ことしの ~I，~ J改功労者(4511占|人 ・3同体)、県文化功労者

( 511占l人・ 2r.tJ体)は、中田知事から、地 )J自治の発展、

商工業の振興、悩全tI:向上、そし て文化去術に貢献があ

っ たとして表杉を受けました 。 また、 ~r~教育功労者

( 3511占|人・ 14同体)は金問教育委主i長から表彰を受けま

した。

10月 28日 ・ 第!2tZ53園一

11月 6日 ・ 第6回富山県青年の船
フィリピンへ

第 6回出山県市年の船(団員 117人)は、フィリピ

ンへの親善友好と研修に出発。

15日聞の日程で11月22日帰国します。

竹月10日 ・ 天皇陛下御在位50周年記念
'式典に中田知事列席

パ皇陛下後Il{(位50周年記念式典は、東京武道館で聞

かれ、中田知事も夫人|可作で列席して、心からお祝い

申しあげ‘ました。

竹月15日 ・ 222?員立候補公示

圃

現憲法下初の任期満了に伴う衆議院解散による第34

回総選挙に、 1区 6人、 2区 4人が立候補を届け出て

激しい選挙戦に入りました。

投票日は来月 5日(日)、明るい選挙をめざし、県選

管では各種の選挙特発をして関心を呼ぶことにしてい

ます。

12月5日〈日曜日〉は投票日

衆議院議員選挙
最高裁判所裁判官国民審査

28・29の両日富山城祉公園で開催した第14回富山県

農業祭は、折悪しく、雨に見舞われたが、市価よりも 20

-30お安いとあ って、ダイコン、ハクサイ、ワカメな

どJIをぶように売れ、終日にぎわいを見せました。

県民の牒林漁業に対しての認識を深め、農林漁業者

の技術向上と経営発展の意欲を高めるためのこの農業

少年男子 110mハードルで予選 |位で | 祭と相ま って この日農林漁業に功労のあ った21人の

テープを切る前場君 (決勝 2位) 方を表彰しました。

18 

明るく正しい
選挙をいたしましょう

棄権しないようにいたしましょう
18 



県有美術品(絵画)紹介シリーズ固

• • • 冬山は美しいが・
冬山遭難に備えて
.周到綿密な計画

.余裕のある慎重な行動

苫
し
い
ラ

ッ
セ
ル
の
末
、
ょ
う
や

く
た
ど
り
つ
い
た
冬
山
の
以
は
、
大

自
然
の
中
で
も
最
も
美
し
い
景
観
と

い
え
ま
す
が
、
冬
山
に
は
、
悲
惨
な

遭
難
の
危
険
が
絶
え
ず
つ
き
ま
と
い

避
難
者
の
血
と
家
族
の
汗
悩
に
い
ろ

ど
ら
れ
た
山
肌
の
あ
る
こ
と
を
忘
れ

て
は
な
り
ま
せ
ん
。

と
く
に
、
富
山
県
の
山
岳
地
帯
は

大
陸
の
定
、
気
の
杉
山
押
を
強
く
、
つ
け
る

た
め
、
吹
雪
ゃ
ん
誌
や
!
に
さ
ら
さ
れ
、

絶
え
ず
危
険
が
伴

っ
て
い
る
と
い
え

ま
す
。

近
年
の
冬
山
登
山
最
盛
期
は
晴
天

に
い
忠
ま
れ
、
遭
難
の
発
生
を
み
て
お

り
ま
せ
ん
が
、
冬
山
、
特
に
剣
岳
索

雪
は
言
語
を
絶
す
る
厳
し
さ
が
あ
り
、

そ
の
恐
ろ
し
き
を
知
ら
な
い
登
山
者

が
年
々
多
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

冬
山
に
登
ろ
う
と
す
る
人
は
、
過

去
の
遭
難
事
例
を
よ
く
研
究
し
て
、

豪
雪
に
耐
え
う
る
周
到
綿
密
な
計
画

と
余
裕
の
あ
る
慎
重
な
行
動
が
必
要

で
す
。

県警山岳警備隊は 常に基地と連絡をとりながら

パトロールを続けています。

ンダ商館
下保昭作

(京都在住)

208 X 120cm 

フオ

昭は砺波市上島出身、日展評議員、西山翠崎門の逸材で日展

審査員を歴任、文部大臣賞、白寿賞、菊花¥賞等に輝〈ベテラン作家

である。

このオラン夕、商館は昭和36年作て英国情緒ゆか しく、 しっとりとし

た豊潤な色彩は、独得の技法と相まって不思議なー情趨葬囲気を漂わせ

当時の特選作 「長崎裏町風景」とづ裏の、クラシックの中に新しし、日

下保

本画の境地を開拓した貴重な記録作であろう。

20  

浦上玉堂に心酔し、動丘は日本画の特質とも し、うべき墨の世界を

さぐ り、色彩ど精神の合ー ともみられる新い、写実を試み、中央画

解説佐藤良正

富山県赤坂会館 2階ロビ ー在

I宜のホープと して注目されて いる。
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請求・明細書

⑧富山G県549918昭和
年月日

様( 名様)
⑨ 

人員
テープル

係人番号

区 分 数 量料 金

酒 / .} fn?12 円

ビール
/ρ 昼間E

付 出 ，y J壬σ勺

オ ドプル
/ ) l7777J 

/ IL. t7コ~ I 

ポックス科

サービス科
J 止d竺72_

計
'1.I.__}__a-z)_ 

料理飲食等消費税校寧I1E0E 
/. (j.メ)-{)

l日入 計 /、(--， Jd-ρ 

様hi_名様)

年

-、

-
料
理
飲
食
等
消
費
税
の

納
税
の
し
く
み
は

料
理
屈
、
キ
ャ
バ
レ
ー
、
パ

l
、
飲
食
庖
、
旅

館
な
ど
の
お
勘
定
に
、
こ
の
税
金
が
含
ま
れ
て
い

ま
す
。

皆
さ
ん
が
料
理
屈
等
を
利
用
さ
れ
た
と
き
に
、

お
屈
が
県
に
代
わ
っ
て
税
金
を
受
け
取
り
、
そ
の

際
県
が
交
付
し
て
い
る
領
収
証
(
八
ム
給
領
収
証
)
を

お
渡
し
し
、
税
金
に
つ
い
て
は
、
県
へ
申
告
納
入

す
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

-
料
理
飲
食
等
消
費
税
が
確
実
に

直
木
へ
納
入
さ
れ
る
に
は

飲
食
や
宿
泊
な
ど
の
勘
定
を
お
払
い
に
な
っ
た

と
き
は
、
必
ず
「
八
ム
給
領
収
証
L

を
お
受
け
取
り

く
だ
き
い
。

「
公
給
領
収
証
」
を
お
受
け
に
な
ら
な
か
っ
た

り
、
公
給
で
な
い
領
収
証
を
受
け
と
ら
れ
ま
す
と

お
払
い
に
な

っ
た
税
金
が
県
へ
納
入
さ
れ
な
い
原

因
に
も
な
り
ま
す
。

県
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
こ
の
公
給
領
収
証
の
受

領
に
つ
い
て
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

みなさんの広報課から「お知らせJ- ー、
.新聞「みん怠の県政」 は4紙に宣蜘 ‘ 
包月の最終工曜日に、北日本・富山・読売・北陸中

日の各新聞に、県政の最近の動きや身近なお知らせ

を載せています。

・ご相談ごとはあ気軽に県民相談室へ

生活上のご相談、県政への希望、ご意見など、気軽

に次の相談室をご利用ください。

富山県県民相談室(広報課内)

干930富山市新総曲輔?の7ft(0764)31-3131(直通〉

高岡地方県民棺談室

干933高岡市赤祖父211高岡総合庁舎内

宮 (0766)21-9411 

魚津地方県民相談室

干937魚津市新宿10-7魚津総合庁舎内

宮 (0765)24-5311

砺波旭方県民相談室

〒939-13砺波市幸町1-7砺波総合庁告内

宮 (07633)3-5151 

.みんなの県政 12月号~95 ・企画発行 富山市新総曲輪 lの7ft31-3131(直通)干930富山県知事公室広報課

r ihta:dfLーは軒一一億
す。広報課は、県民のみなさんのご意見やご希望、

ご相談を受け県政に反映する く公聴係〉 と¥県の施

策をみなさんに一日も早くお知らせする く広報係〉

ガあって、みなさんと県とのパイプ役としての次の

ような仕事をしています。

.テレビ「みん芯の県政」 でお楽しみください。

*北日本放送 (KNB)

包週の日曜日、午前9時から30分間力ラ 放送

県施策を対談 ・座談会 ・県政ふるさとめぐりなどで

わかりやすく解説しています。

*富山テレビ (T34)

自週の月曜日から土曜日までの包目、午後5時45分

からく土曜日のみ午後5時25分から)5分間力ラ一

服送。

県からのお知らせ¥郷土の伝統産業、県内ι漢術工

芸日紹介¥みなさんの声などをユニークに放送。

.月刊誌「みん芯の県政」 は白月 5日頃に発行

県政の施策の解説、生活知識など登載しています。
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